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第１章 総則 

 

１ 目的 

平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う巨大な津波により引き起こされた

東日本大震災では、昼間にもかかわらず死者・行方不明者が合わせて約２万人という甚大な被害

をもたらした。 

本市は、南海トラフ巨大地震等の発生が想定されている地域で、平成 25 年６月に公表された

「静岡県第４次地震被害想定（第一次報告）」によれば、想定津波高は最大11.6ｍ、津波浸水想

定区域は 18.4 ㎢、津波による犠牲者は、最大で 1,200 人と想定されている。 

このようなことから、巨大地震による津波から命を守るため、市民等が迅速かつ的確な避難行

動をとれることを目的として、磐田市津波避難計画（以下「本計画」という。）を定めるもので

ある。 

 

２ 計画の修正 

本計画は、今後、国や県が公表する被害想定や土地条件、津波避難タワーや海岸防潮堤などの

施設整備による状況の変化、新たな知見の発表などに応じて、適宜修正を行うものとする。 

 



第２章 津波浸水想定区域の設定 

 

本計画における津波浸水想定区域は、「静岡県第４次地震被害想定」に基づく、発生頻度が比較

的高い東海・東南海・南海地震（レベル１）の津波（図 2-1）と発生頻度は極めて低いが、発生す

れば甚大な被害をもたらす南海トラフ巨大地震（レベル２）の津波（図 2-2）の浸水想定区域及び

過去の記録から浸水範囲が概ね判明している安政東海地震の津波（図 2-3）の推定浸水区域を重ね

合わせた範囲とする。 

 

 

図 2-1 東海・東南海・南海地震（レベル１）の津波浸水想定区域図 

 

最大浸水深 

 ５～10ｍ 

 ３～５ｍ 

 ２～３ｍ 

 １～２ｍ 

 0.3～１ｍ 

 0.01～0.3ｍ 



 

図 2-2 南海トラフ巨大地震（レベル２）の津波浸水想定区域図 

 

 

 

図 2-3 安政東海地震の推定津波浸水区域図 

最大浸水深 

 10～20ｍ 

 ５～10ｍ 

 ３～５ｍ 

 ２～３ｍ 

 １～２ｍ 

 0.3～１ｍ 

 0.01～0.3ｍ 

安政東海地震推定浸水域 



第３章 津波避難対象地区の指定 

 

 津波避難対象地区は、「静岡県第４次地震被害想定」に基づく南海トラフ巨大地震（レベル２）

の津波浸水想定区域と安政東海地震推定津波浸水区域の２つの津波浸水域を含む自治会とするが、

周囲の標高等を考慮し、地形・地物を目安に指定する。該当する自治会名については、「第７章 避

難指示等の発令基準」に記載する。 

 なお、この地区は、「磐田市津波防災地域づくり推進計画」（平成 27年 11 月）の「津波避難対象

区域」（図 3-1）と同じである。今後、静岡県知事による津波災害警戒区域及び津波災害特別警戒区

域が指定された場合には、津波避難対象地区を見直すこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 津波避難対象区域 

 

津波避難対象区域 



第４章 津波避難のあり方 

 

１ 津波避難施設と避難路 

津波から命を守るためには、安全な高台に避難することが大原則である。しかし、沿岸地域に

は高台はなく、地震発生後、内陸への津波到達時間が早いため津波避難対象地区内に津波避難施

設等の整備が必要となる。 

こうしたことから、市では、津波避難タワーの設置や学校等の公共施設及び民間の建物を津波

避難ビルとして指定してきた。今後、津波避難施設がない地域には津波避難ビルの追加指定など

避難場所の確保に努めていく。 

また、避難路については、津波到達時間が早く、実際の避難に際し、全ての道路が避難路とし

て使用されると考えられることから、特に避難路の指定を行わない。 

（津波避難施設、陸域の津波到達予想時間は、巻末資料のとおりである。） 

 

２ 津波避難対策の一定基準 

津波からの避難に関する一定の条件を表 4-1 に示す。 

 

表 4-1 津波避難対策の一定基準 

 基準 参考指針等 

移動手段 原則 徒歩 県、消防庁の指針 

避難開始時間 地震発生から５分 県の指針 

避難速度 
水平方向：1.0ｍ／秒 

垂直方向：0.2ｍ／秒 
県、消防庁の指針 

避難先 津波避難ビル、津波避難タワー 県、消防庁の指針 

避難方向 原則 海岸、河川から離れる方向 県、消防庁の指針 

避難距離 原則 700ｍ以内 
沿岸域で浸水が開始する「19

分」以内で避難可能な距離 

 



第５章 市の動員計画 

 

磐田市地域防災計画に基づく市の動員計画（災害時等の配備体制とその基準）は、表 5-1 のとお

りである。 

 

表 5-1 災害時等の配備体制とその基準 

配 備 

レベル 
配備体制 配備要員 配 備 基 準 

レ 
ベ 
ル 
２ 

事前配備体制 

危機管理課 
支所市民生活課 
経済産業部 
建設部 
消防本部 
広報広聴ＣＰ課 
自治デザイン課 
指名された当番職員 
本部員（一部職員） 
各部局の班編成に基づく職員 

１ 津波注意報が静岡県に発表されたと

き（危機管理課、福田支所、竜洋支

所、広報広聴・シティプロモーショ

ン課、消防本部） 

２ 市内で震度４の地震を観測したとき

（危機管理課、支所、広報広聴・シ

ティプロモーション課、消防本部） 

３ 県内で震度５強以上の地震を観測し

たとき（危機管理課） 

４ 南海トラフ地震臨時情報(調査中)が

発表されたとき 

レ 
ベ 
ル 
３ 

災害警戒本部体制 

(災害対策準備室) 

上記関係課 

本部員（一部職員） 

各部局の班編成に基づく職員 

１ 津波警報が静岡県に発表されたとき 

２ 市内で震度５弱の地震を観測したと  

  き 

３ 南海トラフ地震臨時情報(巨大地震

注意)が発表されたとき 

レ 
ベ 
ル 
４ 

災害対策本部体制Ⅰ 

上記関係課 

本部員（全職員） 

各部局の班編成に基づく職員 

１ 大津波警報が静岡県に発表されたと  

  き 

２ 現に被害が発生し、その拡大のおそ

れがあると市長が認めるとき 

３ 南海トラフ地震臨時情報(巨大地震

警戒)が発表されたとき 

レ 
ベ 
ル 
５ 

災害対策本部体制Ⅱ 全職員 
１ 市内で震度５強以上の地震を観測し

たとき 

注 表中消防本部には消防署を含むものとする。 

 

 



第６章 津波情報等の収集・伝達 

 

１ 情報の受信・伝達体制等 

情報の受信・伝達体制は図 6-1 のとおりである。 

住民、海岸利用者及び事業所等への伝達は、下記の場合に全国瞬時警報システム（Ｊ-ALERT）

による防災行政無線（同報系）での周知のほか広報車、いわたホッとメールなどにより実施する。 

⑴ 大津波警報・津波警報・津波注意報の発表を認知した場合 

⑵ 強い揺れを感じた場合又は弱い揺れであっても長い時間ゆっくりとした揺れを感じた場合 

⑶ 避難指示（緊急）等を発令した場合 

 

 

図 6-1 情報受信・伝達系統図 



２ 海面監視による情報収集 

海面監視は、福田漁港に設置した津波監視カメラにより防災センターで実施する。 

 

３ サイレン吹鳴による情報の伝達 

大津波警報、津波警報及び津波注意報が発表された場合には、防災行政無線（同報系）により

次のサイレンを吹鳴する。なお、伝達の手段として鐘音も定められているが、市ではサイレン音

のみを使用する。 

 

⑴ 津波注意報標識（予報警報標識規則（昭和 51 年気象庁告示第３号）第３条） 

標識の種類 

標      識 

鐘   音 サイレン音 

津波注意報標識 
（３点と２点との斑打） 

 
●―●―● ●―● 

 

（約10秒） 

 
 
        （約２秒） 

津波注意報、津波警報 
及び大津波警報解除標識 

（１点２個と２点との斑打） 

 
● ● ●―● 

 

（約10秒）      （約１分） 

 
 
        （約３秒） 

（注） 鳴鐘又は吹鳴の反復は、適宜とする。 

 

⑵ 津波警報標識及び大津波警報標識（予報警報標識規則第４条） 

標識の種類 

標      識 

鐘   音 サイレン音 

津波警報標識 
（２点） 

 
●―● ●―● ●―● 

 

（約５秒） 

 
 
        （約６秒） 

大津波警報標識 
（連点） 

 
●―●―●―● 

 

（約３秒） 

 
 
   （約２秒）  （短声連点） 

（注） 鳴鐘又は吹鳴の反復は、適宜とする。 

 



４ いわたホッとメール 

  メール配信サービス「いわたホッとメール」は、携帯電話やパソコンなどのメール機能を利用

して、市民の皆さんにさまざまな情報を配信するサービスである。 

防犯や子育て、イベントなど、利用者が希望する項目を選択、登録することで、リアルタイム

に情報を受け取れる。 

⑴ 情報種別（防災関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 登録方法 

 



第７章 避難指示（緊急）等の発令基準 

 

１ 津波警報等の発表基準 

大津波警報、津波警報及び津波注意報は、表 7-1 の基準により発表される。 

 

表 7-1 津波警報等の種類と発表される津波の高さ等 

（気象庁資料） 

種類 発表基準 

発表される津波の高さ 

数値での発表 
(津波の高さ予想の区分) 

巨大地震の 
場合の発表 

大津波警報* 
予想される津波の高さが高いところで３ｍを
超える場合。 

１０ｍ超 
(10ｍ＜予想高さ) 

巨大 
１０ｍ 

(5ｍ＜予想高さ≦10ｍ) 

５ｍ 
(3ｍ＜予想高さ≦5ｍ) 

津波警報 
予想される津波の高さが高いところで１ｍを
超え、３ｍ以下の場合。 

３ｍ 
(1ｍ＜予想高さ≦3ｍ) 

高い 

津波注意報 
予想される津波の高さが高いところで 0.2ｍ
以上、１ｍ以下の場合であって、津波による
災害のおそれがある場合。 

１ｍ 
(0.2ｍ≦予想高さ≦1ｍ) 

(表記しない) 

 * 大津波警報は、特別警報に位置づけられている。 
（注）「津波の高さ」とは、海岸線における津波がない場合の潮位（平常潮位）から、津波によって海面が上

昇したその高さの差をいう。 

 

２ 避難指示（緊急）等の発令基準 

避難指示（緊急）、避難準備・高齢者等避難開始は、下記の場合に表 7-2 の基準により発令さ

れる。 

⑴ 大津波警報、津波警報の発表を認知した場合 

⑵ 強い揺れを感じた場合又は弱い揺れであっても長い時間ゆっくりとした揺れを感じた場合 

 

表 7-2 避難指示（緊急）等の発令基準 

発令区分 発令基準 

避難準備・高齢
者等避難開始 

遠地津波の来襲が予想されるときには、避難対象地区の住民等に対し、避難の準備を
呼びかける。特に避難行動要支援者については、自主防災会等の援助を得ながら事前避
難を実施するよう促す。 

避難指示（緊急） 

1 津波警報が発表されたときには、防潮堤より海側、福田漁港周辺部及び津波遡上河川
である天竜川、太田川の河川区域に対して避難指示（緊急）を発令し、直ちに緊急避
難の実施を求める。 

2 大津波警報が発表されたときには、表 7-3 の避難対象区域の住民等に対し、避難指示 
（緊急）を発令し、直ちに緊急避難を求める。 

 



３ 避難対象地区と避難指示（緊急）発令の基準 

避難対象地区への避難指示（緊急）の発令は、表 7-3 の基準により区分する。 

 

表 7-3 避難対象地区と発令基準    （令和５年９月末現在） 

地区名 自治会名 人口 世帯 

避難指示（緊急） 

津波注意報 津波警報 大津波警報（特別警報） 

0.2ｍ≦ｈ≦1ｍ 1ｍ＜ｈ≦3ｍ 3ｍ＜ｈ≦5ｍ 5ｍ＜ｈ 

福田中 

１番組 961 416 

なし 

○ ○ ○ 

２番組 227 82   ○ ○ 

３番組 293 124    ○ 

４番組 53 21     ○ 

５番組 504 196     ○ 

６の１番組 206 101   ○ ○ 

６の２番組 290 113   ○ ○ 

６の３番組 552 260 ○ ○ ○ 

８番組 135 50     ○ 

９の１番組 79 33     ○ 

９の２番組 340 137     ○ 

１０の１番組 127 58     ○ 

１０の２番組 115 40   ○ ○ 

１０の３番組 226 88   ○ ○ 

１１番組 328 150   ○ ○ 

１２番組 784 305     ○ 

１３番組 350 138   ○ ○ 

１４番組 266 105   ○ ○ 

１４番北組 86 40     ○ 

昭和組 1,611 732   ○ ○ 

下太 156 57     ○ 

本田東 402 157     ○ 

本田中 156 60     ○ 

本田西 168 63     ○ 

新田東 286 117   ○ ○ 

新田中 221 72   ○ ○ 

新田西 141 56   ○ ○ 

福田南 

７番組 1,089 466 ○ ○ ○ 

１５番組 424 200 ○ ○ ○ 

石田組 507 225 ○ ○ ○ 

中島新町 113 53  ○ ○ 

 



 

地区名 自治会名 人口 世帯 

避難指示（緊急） 

津波注意報 津波警報 大津波警報（特別警報） 

0.2ｍ≦ｈ≦1ｍ 1ｍ＜ｈ≦3ｍ 3ｍ＜ｈ≦5ｍ 5ｍ＜ｈ 

福田西部 

塩新田 202 85 

なし 

○ ○ ○ 

一色 158 59   ○ ○ 

清庵新田 66 29   ○ ○ 

太郎馬新田 55 19   ○ ○ 

南田 183 99   ○ ○ 

長池 130 39     ○ 

大原 367 140     ○ 

大原新町 444 205     ○ 

福田北部 

五十子 132 46     ○ 

南島 639 257     ○ 

蛭池 363 156     ○ 

東小島 246 97     ○ 

豊浜 

豊浜中野 1,209 503     ○ 

小島方 375 151   ○ ○ 

大島 476 195  ○ ○ 

雁代 657 251 ○ ○ ○ 

長野 鮫島 505 232 ○ ○ ○ 

於保 

大和田 292 125     ○ 

上大原 153 65     ○ 

中大原 495 216     ○ 

川成 772 335     ○ 

浜部 212 75   ○ ○ 

西貝 
西之島 427 206     ○ 

上南田 43 17     ○ 

竜洋西 

掛塚砂町 142 70   ○ ○ 

掛塚中町 138 65 ○ ○ ○ 

掛塚田町 98 40   ○ ○ 

掛塚大当町 97 42 ○ ○ ○ 

掛塚横町 322 141   ○ ○ 

掛塚新町 358 151   ○ ○ 

掛塚蟹町 401 191 ○ ○ ○ 

掛塚東町 909 468   ○ ○ 

白羽 1,103 480   ○ ○ 

 

 



 

地区名 自治会名 人口 世帯 

避難指示（緊急） 

津波注意報 津波警報 大津波警報（特別警報） 

0.2ｍ≦ｈ≦1ｍ 1ｍ＜ｈ≦3ｍ 3ｍ＜ｈ≦5ｍ 5ｍ＜ｈ 

竜洋東 

駒場 1,125 500 

なし 

○ ○ ○ 

岡 823 372  ○ ○ 

西平松 444 178  ○ ○ 

中平松 228 91  ○ ○ 

飛平松 355 138  ○ ○ 

東平松 278 134  ○ ○ 

海老島 335 127  ○ ○ 

竜洋稗原 143 50  ○ ○ 

大中瀬 113 47 ○ ○ ○ 

小中瀬 103 42  ○ ○ 

 

注）津波警報発表時の避難指示（緊急）発令区域は、対象自治会区域にある防潮堤の海側や漁港周辺及び河

川敷地の範囲に対して発令をする。 

  大津波警報（特別警報）５ｍ以下発表時の避難指示（緊急）発令区域は、国道 150 号以南*もしくは安政

東海地震の推定津波浸水区域のいずれかにかかる自治会とする。 

  （*国道 150 号は周囲の標高より高いため、避難指示（緊急）発令区域の目安とする。） 

注）於保地区の川成自治会の人口及び世帯数は、下大之郷の人口等を計上する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８章 津波からの避難方法 

 

津波から身を守るためには、津波避難施設の確保と併せ適切な避難行動をとることが重要とな

る。避難行動を確実にさせるために、一人ひとりが次のことを実践する。 

 

⑴ 避難場所と避難経路の把握 

① 津波避難タワーや津波避難ビルなど地域にある津波避難施設の場所及び避難経路を把握

しておく。 

ただし、避難経路は、地震動による家屋やブロック塀などの倒壊により避難困難となる可

能性があることから、日ごろから安全・確実な避難経路を複数選定しておく。 

（津波避難施設は巻末資料のとおりである。） 

② いつも家族が一緒ではないことから、家族は安全な場所に避難しているはずであると信じ、

自分一人でも安全な場所に避難する。したがって、日ごろから、津波からの避難方法、連絡

先などを話し合っておく。 

⑵ 正しい知識の習得 

① 災害図上訓練（ＤＩＧ訓練）で地域における災害時の危険箇所などを把握する。 

② 防災講座などにより津波に関する知識を習得し、家族や知人への波及を図る。 

③ 積極的に地域が実施する津波避難訓練に参加する。 

⑶ 早期の避難 

強い揺れを感じた場合又は弱い揺れであっても長い時間ゆっくりとした揺れを感じた場合

は、まず身の安全を確保し、揺れが収まったら直ちに避難する。（サイレンやテレビからの情

報を認知しなくても）。 

⑷ 率先避難者になる 

逃げる際は大声で「津波が来るぞ！逃げろ！」と言いながら周りの住民の避難意識を高める。 

⑸ 建物等の耐震化等 

① 住宅の耐震化や家具等の固定などを実施し、円滑な避難行動ができる環境を整備する。 

② ブロック塀の耐震化や生け垣への変更により周辺住民の避難経路の確保に努める。 

⑹ 避難の方法 

徒歩による避難を原則とする。ただし、状況に応じて、車両等有効な手段を使用することが

考えられる。 

⑺ 避難誘導する際の心構え 

自らの命を守ることを最優先とし、津波到達予想時間や津波避難施設までの距離等を考慮し、

退避時間を確保した上で実施する。 

 



第９章 地区の津波避難計画 

 

住民等が津波からの避難先・避難経路・避難方法等について情報を共有し、地域で避難手順など 

を話し合うことが重要である。 

このため、津波避難対象地区では住民自らが地区の「津波避難計画」を作成する。 

 

１ 基本的事項 

⑴ 地区の津波避難計画の作成を通じ、他の災害にも強い防災まちづくりを目指す。 

⑵ 市は、地区の熟度に合った津波避難に関する知識や理解を深める活動に取り組めるように、

津波に関する資料の提供をはじめ、自助・共助の取り組みを支援する。 

⑶ 地区の津波避難計画は、自らの判断で迅速かつ主体的な避難行動がとれるようにするための

ものであり、津波避難訓練の取組単位である単位自主防災会若しくは地区単位で作成する。 

⑷ 地区の津波避難計画を作成するメンバー（以下、「作成メンバー」という。）としては、特

に決まりはないが地区で必要と思われるメンバーで構成する。自治会、自主防災会、民生・児

童委員、消防団などが考えられる。 

⑸ この取り組みにより、津波避難についての住民の理解や熟度の向上を図るとともに、訓練な

どを通じて検証をし、必要に応じて地区の津波避難計画の見直しを行い、実効性のある計画と

する。 

 

２ 地区の津波避難計画作成手順 

以下の手順で、地区の津波避難計画の作成・見直しに取り組む。 

⑴ 津波に関するリスクを知る 

作成メンバーを集め、地震・津波に関する情報やリスク、避難の方法や心得、地域の特性に

ついて磐田市防災ファイルなどを使い知識の習得に努め、共通理解を図る。 

市は地震・津波に関する知識やリスクへの理解を深めるために、情報提供や講師派遣、地区

の津波避難計画作成例の提示等を行う。 



表 9-1 地震・津波に関する知識やリスクを知る手段 

知識やリスクを知る手段 主な内容 

地震・津波のメカニズム 
・地震・津波に関する基礎知識 

・南海トラフの地震等の発生に関する知識 

静岡県第４次地震被害想定 
・静岡県第４次地震被害想定の内容 

・地域の津波浸水域や浸水深に関する知識 

過去の津波被害 ・過去の津波被害に関する知識の習得等 

避難の心得・避難行動指針 

・自らの安全を確保するための判断力や行動力（率先避難者の育成） 

・生命の尊重や地域の安全のために貢献する心の育成（避難行動要支援者への支援） 

・避難行動指針等に関する知識・理解を深める 

地域の特性 ・避難経路や地域の危険個所の確認 

磐田市防災ファイル 

・津波避難場所の確認 

・避難勧告・指示等発令基準の確認 

・津波浸水想定区域、津波浸水深の確認 

・家屋の耐震化や家具の固定等地震に関する対策の知識 

 

⑵ 津波避難計画作成検討会等の実施による津波避難マップの作成 

作成メンバーは、津波避難計画作成検討会等（以下、「検討会等」という。）を実施する。

検討会等では、地区のリスクや避難の心得、避難先、地区の課題等を話し合い、より具体的で

適切な避難方法の検討・情報共有を行う。また、検討会等の結果を基に津波避難マップを作成

する。 

市は検討会等を実施するにあたって必要な資料の提供を行う。 

 

⑶ まち歩きによる津波避難マップの確認 

作成メンバーは地震・津波が発生した場合を想定しながら、検討した避難先や避難経路を中

心に現地を歩き、机上で選定・抽出した避難が適しているかを確認する。また、必要に応じて、

津波避難マップを修正する。 

 

⑷ 地区の津波避難計画（案）の作成 

作成メンバーはこれまで実施・検討してきた津波避難マップを基に地区の津波避難計画（案）

を取りまとめる。 

【地区の津波避難計画の記載内容（例）】 

・地区の津波避難計画の使い方 

・津波による被害想定（津波浸水想定区域、津波到達時間、津波浸水深等） 

・避難の心得・避難行動指針 



・津波避難マップ（避難場所、避難経路、地区の危険箇所等） 

・地域の課題や避難訓練などの取組み 

・普段からの備え（非常時持出品のリスト、地震への備え、災害情報の入手方法、災害時の

連絡先等） 

 

⑸ 津波避難訓練等の実施 

地区住民等を対象に、津波避難マップを用いた津波避難訓練を実施し、避難先や避難方法、

避難経路等の検証を行う。訓練終了後、訓練の結果・課題・改良点等をまとめる。 

 

⑹ 地区の津波避難計画作成及び配布 

津波避難訓練での結果等を踏まえ、津波避難計画（案）を修正し、地区の津波避難計画を作

成する。避難計画を地区全体で共有するために地区住民に配布し周知を図る。 

 

図9-2 地区の津波避難計画作成フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民 作成メンバー 市 

(1)津波に関するリスクを知る 

(6)地区の津波避難計画の作成・配布 

（5)津波避難訓練等の実施 

(4)地区の津波避難計画（案）の作成 

情報提供、講師派遣等 

資料提供 

避難計画の共有 

(2)津波避難マップの作成 

(3)まち歩きによる津波避難ﾏｯﾌﾟの確認 

津波避難訓練等への参加 



第１０章 平常時の地震・津波防災教育・啓発 

 

津波による災害から円滑な避難を実施するために、地域の特徴、地域の危険度、津波避難計画等

について、地域の実情に応じた教育、啓発を継続的かつ計画的に実施する。 

 

１ 防災教育 

⑴ 市民は、自分たちの安全は自らの手で守る意欲（自助・共助）をもち、津波による災害に的

確に対応できるよう、地震・津波に関する正しい知識や災害における助かるための行動などの

防災知識を習得する。 

⑵ 教育機関や地域は、幼児、児童及び生徒に対し、学校教育や津波避難訓練等を通じて地震・

津波に関する正しい知識や避難の方法など災害から自分の命を守るための防災教育を推進す

る。この防災教育の推進により幼児、児童及び生徒から家庭や地域への波及効果が期待できる。 

⑶ 市は、地域の特徴や過去の津波災害の教訓から必要な備えを行えるよう、出前講座などを実

施する。 

 

２ 津波浸水想定区域等の周知 

⑴ 市は、静岡県第４次地震被害想定の津波浸水想定区域を「磐田市防災ファイル」や市ホーム

ページに掲載するなど周知をする。 

⑵ 沿岸部にある集客施設などは、津波浸水想定区域図を掲示し、利用者への周知に努める。 

⑶ 津波浸水想定区域図には、津波浸水範囲、津波浸水深、津波避難施設なども記載する。 

 



第１１章 津波避難訓練 

 

津波避難訓練の実施にあたっては、次の点に留意しながら実施するとともにそれぞれの地域の実

情に応じた内容となるよう検討をする。 

 

１ 津波避難訓練の実施時期、実施体制、参加者 

⑴ 実施時期は、市では９月に総合防災訓練、12月に地域防災訓練、３月には津波対策推進旬間

を設定している。 

⑵ 自主防災会、社会福祉施設、学校、医療施設、消防本部、消防団、漁業協同組合、海浜付近

の観光・宿泊施設の管理者など地域ぐるみの避難体制の確立を図る。 

⑶ 住民のほか観光客、釣り人、サーファーなどの海岸利用者、漁業関係者などの参加を要請す

るほか、避難行動要支援者の避難支援など実践的な避難訓練が実施できるような内容とする。 

 

２ 訓練の内容等 

⑴ 地区の津波浸水深、津波到達予想時間など地域の津波に関するリスクを想定した訓練内容と

する。 

⑵ 津波の襲来は日中とは限らないことから夜間の訓練も実施し、避難に要する時間や避難経路

の危険性など昼夜の違いによる避難の困難さを体験する。 

⑶ 在宅時における訓練だけではなく通勤・通学時、在社・在学時など、あらゆる場面を想定し

た訓練も検討する。 

⑷ 津波避難施設のカギの管理者を再確認し、いずれかの管理者が第一避難者となるよう意識を

もって行動する。 

⑸ 防災講座（津波ＤＩＧを含む。）と津波避難訓練をセットにし、市民に津波襲来時の避難行

動について周知する。 

 



第１２章 その他の留意点 

 

１ 避難行動要支援者の避難対策 

  東日本大震災では、高齢者や障がい者などの避難行動要支援者や避難支援者が避難中に津波に

巻き込まれたことが大きく取り上げられ、避難行動要支援者の避難対策は、多くの課題を抱えて

いる。 

⑴ 避難行動要支援者は、日ごろからの近所づきあいや津波避難訓練に参加し、周辺住民の避難

支援を受けることができる関係を築くよう努める。 

⑵ 津波から避難困難な避難行動要支援者は、津波浸水想定区域外への転居や浸水深以上の階へ

の居住場所の移動を行い、津波災害を回避することに努める。 

⑶ 避難支援者は、自らの命を最優先にすることを基本とし、時間的余裕があるなどの場合には、

避難行動要支援者の避難支援に最善を尽くす。 

⑷ 津波避難訓練では、担架、車いす、リヤカー、おんぶ、自動車など避難時間を少しでも短縮

できる避難方法を確認するとともに、それらの避難手段における危険性も認識する。 

 

２ 観光客、釣り人などの避難対策 

⑴ 津波災害のおそれがある地域に居合わせた観光客や釣り人、サーファーなどの避難対策のた

め、津波浸水想定区域内に存する津波避難に有効な建物などの所有者等と協定を結び、津波避

難場所として確保に努める。 

⑵ 観光客等の避難誘導については、津波浸水想定区域内に存する物販店などの集客施設にハザ

ードマップを配布し、周知を依頼する。また、観光ガイドマップなどにも緊急避難場所を記載

する。 

⑶ 地理に不慣れな人の円滑な避難のために、津波避難誘導看板や津波避難施設表示看板の設置

を実施する。 

 



巻末資料１ 主な用語の意義 

用 語 意  義 

静岡県第４次地震被害
想定 

 静岡県内の市町・住民等が今後の地震・津波対策の基礎資料として活用するこ
とを目的に、静岡県がレベル１及びレベル２の地震・津波で想定される人的・物
的（建物）被害などの程度を定量・定性的な指標で示したものをいう。 

レベル１の地震・津波 
 発生頻度が比較的高く（駿河・南海トラフでは約100～150年に１回）、発生すれ
ば大きな被害をもたらす地震・津波をいう。東海・東南海・南海地震による地震・
津波が該当する。 

レベル２の地震・津波 
 発生頻度は極めて低いが、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能性
を考慮した最大クラスの地震・津波をいう。南海トラフ巨大地震による地震・津
波が該当する。 

津波災害警戒区域 

 津波が発生した場合には住民等の生命又は身体に危害が生じるおそれがあると
認められる土地の区域で、当該区域における津波による人的災害を防止するため
に警戒避難体制を特に整備し、いざというときに津波から「逃げる」ことができ
るように県知事が指定する区域をいう。 

津波災害特別警戒区域 

 津波災害警戒区域のうち、津波が発生した場合には建築物が損壊し、又は浸水
し、住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがあると認められる土地
の区域で、一定の開発行為及び一定の建築物の建築又は用途の変更の制限をすべ
き土地の区域で、住民等が建築物の中にいても津波を「避ける」ことができるよ
うに県知事が指定する区域をいう。 

津波浸水想定区域  想定した津波が陸上を遡上した場合に浸水する範囲をいう。 

津波浸水深  想定した津波が陸上を遡上した場合に浸水する津波の深さをいう。 

避難対象地区  津波が発生した場合に避難が必要な地区で、市が指定するものをいう。 

津波緊急避難場所 
 津波から一時的に避難する場所であり、津波浸水深以上の高台や津波避難ビル、
津波避難タワー、命山などの津波避難施設をいう。 

避難困難のおそれのあ
る地域 

 津波到達時間までに津波対象区域の外（避難の必要がない安全な地域）、又は避
難先まで避難することが困難な地域をいう。 

南海トラフ地震に関連
する情報 

南海トラフ地震発生の可能性の高まりを評価した結果を気象庁が発表するもの
で、「臨時」と「定例」の２種類があり、その発表条件は次のとおりである。 
○臨時 

・南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、その現象が南海トラフ地震と関連
するかどうか調査を開始した場合、または調査を継続している場合 

・観測された現象を調査した結果、南海トラフ地震発生の可能性が平常時と比
べて相対的に高まったと評価された場合 

・南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まった状態ではなくなったと評価
された場合 

○定例 
・「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」の定例会合において調査した結

果を発表 

避難経路  避難する場合の経路で、自主防災会、住民等が設定する道路をいう。 

高齢者等避難 

 災害の発生のおそれがある場合に、市民等に対して避難準備を呼び掛けるとと
もに、高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者（以下「要配慮者」
という。）に対して、この段階で危険な場所から避難（立退き避難又は屋内安全確
保）行動を開始するものである。 

避難指示 
 災害により人的被害の発生のおそれが高い場合に、被害の拡大を防止するため、
危険な場所から全員避難（立退き避難又は屋内安全確保）するものである。 

緊急安全確保 
 災害が発生し、又はまさに発生しようとしている場合において、立退き避難を
行うことによりかえって人の生命又は身体に危険が及ぶおそれがあると認める場
合に、屋内での安全な場所での待避等の安全確保措置を指示するものである。 

避難行動要支援者 
 要配慮者のうち、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に自ら避難す
ることが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に支援
を要するもの 



巻末資料２ 津波避難施設一覧表 

【民間協定施設】                                単位：ｍ 

施設名称 所在地 避難対象地区 構造 
階数 

(階) 
階段 

海抜 

（地盤） 
海抜 

（避難利用階） 

メルローズⅠ 二之宮 1137-1 長野・於保 RC ３ 屋外 1.9 5.7 

メルローズⅡ 二之宮 1137-1 長野・於保 RC ３ 屋外 1.9 5.7 

グランメール 二之宮 1153-1 長野・於保 RC ３ 屋外 2 5.8 

アダージョ 二之宮 1161 長野・於保 RC ３ 屋外 2.1 5.9 

ヴィヴァーチェ 二之宮 1161 長野・於保 RC ３ 屋外 2.1 5.9 

介護老人保健施設「さくらの苑」 二之宮 1162 長野・於保 RC ３ 屋外 2 5.8 

エステート・ミューズ 二之宮 1170-2 長野・於保 RC ３ 屋外 1.9 5.7 

エステート・ミューズ２ 二之宮 1170-1 長野・於保 RC ３ 屋外 1.9 5.7 

グリンデルワルト 天竜 943-1 長野・於保 RC ５ 屋外 3 6.8 

インターラーゲン 天竜 948-1 長野・於保 RC ５ 屋外 3 6.8 

大日精化工業㈱東海寮 豊島 86-7 長野・於保 RC ５ 屋外 4.3 9.4 

エムズドリームⅣ 豊島 1117-1 長野・於保 RC ４ 屋外 4.9 8.7 

メゾンアルウェットⅠ 豊島 1451-3 長野・於保 RC ４ 屋外 4.5 8.3 

ファーザーグロース 千手堂 919 長野・於保 RC ３ 屋外 5 8.8 

ファイングロウス 千手堂 996-3 長野・於保 RC ３ 屋外 5 8.8 

シャルマン 千手堂 1065-1 長野・於保 RC ３ 屋外 4.5 8.3 

ランドスケイプ 上大之郷 103-2 長野・於保 RC ３ 屋外 2.7 6.5 

ピュアマンション 上大之郷 278 長野・於保 RC ３ 屋外 3.3 7.1 

シルキーマンション 上大之郷 322-5 長野・於保 RC ４ 屋外 3.1 6.9 

マイシティ上大之郷 上大之郷 629 長野・於保 RC ３ 屋外 2.9 6.7 

セトゥル イン オカタ 下岡田 243 長野・於保 RC ３ 屋外 4.1 7.9 

ＭＯ 上岡田 918-1 長野・於保 RC ３ 屋外 2.9 6.7 

上岡田ガーデンハイツ A 上岡田 989 長野・於保 RC ３ 屋外 2.7 6.5 

上岡田ガーデンハイツ B 上岡田 991-1 長野・於保 RC ３ 屋外 2.7 6.5 

プラザ上岡田（ＮＴＮ社員寮） 上岡田 1039-1 長野・於保 RC ５ 屋内 3.1 6.9 

磐田グレイス第３マンション 上岡田 1078-1 長野・於保 RC ４ 屋外 2.7 6.5 

磐田グレイス第５マンション 上岡田 1078-2 長野・於保 RC ４ 屋外 2.7 6.5 

磐田グレイス第１マンション 上岡田 1112-7 長野・於保 RC ４ 屋外 2.8 6.6 

特別養護老人ホーム西之島の郷 西之島 26-1 西貝 RC ４ 屋外 2.7 6.5 

メッセミサキⅡ 鎌田 1915-1 西貝 RC ３ 屋外 3.8 7.6 

メッセミサキⅠ 鎌田 1917-1 西貝 RC ３ 屋外 3.8 7.6 

サンライズ M 鮫島 1256-1 長野 RC ３ 屋外 2.5 6.3 

特別養護老人ホーム第二遠州の園 鮫島 1804-1 長野 RC １ 屋外 4.2 8.2 

Ｍａｒｏｈｔｏ（マロート） 草崎 793-2 長野・竜洋東 RC ３ 屋外 3.4 7.2 

 



施設名称 所在地 避難対象地区 構造 
階数 

(階) 
階段 

海抜 

（地盤） 
海抜 

（避難利用階） 

静岡産業大学（体育館） 大原 1572-1 於保・福田西部 RC ２ 屋内 3.3 10.9 

すずかけヘルスケアホスピタル 大原 2042-4 於保・福田西部 RC ５ 屋外 2.3 6.1 

コーポアザミ 下大之郷 22-3 長野・於保 RC ４ 屋外 2.7 6.5 

タンドレス 福田 522-3（１２） 福田中 RC ４ 屋外 2.1 5.9 

アルンイワタ 福田 1204-1（１３） 福田中 RC ３ 屋外 2.1 5.9 

マンションあすらん 福田 1478-1（10 の 1） 福田中 RC ４ 屋外 2.2 6 

ポートタウン 福田 3138（１） 福田中 RC ４ 屋外 2.1 5.9 

グランストーク福田 福田 3830-3（６の２） 福田中 RC ３ 屋外 2.5 6.3 

フロントヒルズⅡ 福田 5495-109（７） 福田南 RC ４ 屋外 1.8 5.6 

フロントヒルズⅢ 福田 5495-111（７） 福田南 RC ４ 屋外 1.8 5.6 

ヒロキ工業津波避難タワー 福田 5498-5 福田南 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.5 15.8 

ドルチェカーロ 福田 6085-15（１１） 福田中 RC ３ 屋外 2.1 5.9 

カウベルⅦ 福田中島 708-1 福田中 RC ５ 屋外 1.9 5.7 

ビリーブＵ 福田中島 709-1 福田中 RC ３ 屋外 1.9 5.7 

ラ・メールⅠ 福田中島 847-1 福田中 RC ３ 屋外 1.8 5.6 

ラ・メールⅡ 福田中島 874-1 福田中 RC ３ 屋外 1.8 5.6 

エバーグリーン 福田中島 1199-3 福田中 RC ４ 屋外 2 5.8 

マンション BEY VIEW 福田中島 3407-7 福田南 S ３ 屋外 2.4 5.4 

マンション SEA VIEW 福田中島 3408-2 福田南 S ３ 屋外 2.5 5.5 

ビレッジハウス福田 福田中島 3589-1 福田南 RC ４ 屋外 3.3 7.1 

㈱ケイ・アイ研究所 塩新田 408-1 福田西部 RC ２ 屋外 2.9 6.7 

ｱｲｼｰｹｲ津波避難タワー 塩新田 492-1 福田西部 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.8 14.5 

川研ファインケミカル㈱研究棟 塩新田 582-7 福田西部 S ３ 屋外 3.5 16 

㈱アイテック 南田伊兵衛新田35-1 福田西部 Ｓ ２ 屋外 3 11.8 

㈱理研グリーン 南田伊兵衛新田 885-12 福田西部 Ｓ ２ 屋外 2.8 10.8 

遠州中央農業協同組合福田支店 南島 529 福田北部 Ｓ ２ 屋外 2.7 12 

磐田ガバナステーション 東小島 160-2 福田中・福田北部 RC ２ 屋外 2.3 9.3 

マルイ水産津波避難タワー 豊浜 1075 豊浜 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.8 12.8 

太田川東バルブステーション 豊浜 3614-1 豊浜 RC ３ 屋外 3.3 11.6 

丸源旅館 豊浜 4581 豊浜 RC ５ 屋内 2.1 5.9 

グループホーム竜洋の家 掛塚 1778-2 竜洋西 S ３ 屋外 2.5 8.8 

メゾンクリスタル 掛塚 3002-3 竜洋西 RC ３ 屋外 2.9 6.7 

第二白寿園 掛塚 3160-1 竜洋西 S ３ 屋外 2.3 6.3 

特別養護老人ホーム白寿園 掛塚 3172 竜洋西 RC ３ 屋外 2.7 6.5 

介護老人保健施設五洋の里 掛塚 3190-1 竜洋西 S ３ 屋外 3.4 7.3 

 



施設名称 所在地 避難対象地区 構造 
階数 

(階) 
階段 

海抜 

（地盤） 
海抜 

（避難利用階） 

㈱三光 掛塚 3413-2 竜洋西 Ｓ ﾃﾞｯｷ 屋外 3.2 12.5 

フェニックス竜洋 川袋 1440-3 竜洋西 RC ４ 屋外 3.9 7.7 

メゾンドアムール 豊岡 5115-1 竜洋西 RC ４ 屋外 4.8 8.6 

メゾンオンディーヌ 豊岡 5539 竜洋西 RC ３ 屋外 2.9 6.7 

メゾングランヒル 豊岡 5961-2 竜洋西 RC ３ 屋外 3.9 7.7 

ビレッジハウス竜洋 豊岡 6567-3 竜洋西 RC ５ 屋外 4.7 8.5 

アルベール 豊岡 6874-1 竜洋西 RC ３ 屋外 4.1 7.9 

メゾンドＫ 駒場 38-1 竜洋東 RC ３ 屋外 2.8 6.6 

エーハウス（Ａ ＨＯＵＳＥ） 飛平松 24-2 竜洋東 RC ３ 屋外 3.3 7.1 

アクト津波避難タワー 飛平松 237-1 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 3 12.4 

㈱河合楽器製作所厚生会館 飛平松 252 竜洋東 RC ２ 屋外 3.8 10 

東亜化成㈱ 東平松 401-1 竜洋東 S ﾀﾜｰ 屋外 4 12.9 

㈱アコー磐田工場 東平松 500-1 竜洋東 Ｓ ﾃﾞｯｷ 屋外 3.5 13.2 

㈱TF-METAL 磐田第一工場 海老島 1461 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 3.5 7.4 

(有)新村鉄工所 海老島 1546 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 3.2 7.49 

㈱アコー倉庫棟 大中瀬 873-1 竜洋東 Ｓ ３ 屋内 3.6 11.2 

㈱河合楽器製作所西第２工場 南平松 3-1 竜洋東 Ｓ １ 屋外 4.3 6.9 

㈱河合楽器製作所西第１工場 南平松 4 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 4.0 10.2 

㈱スズシゲ 南平松 9-12 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 3.1 12.1 

西遠ゴム工業㈱竜南工場 南平松 10-3 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 3.2 16.2 

㈱TF-METAL 竜洋事業所 南平松 11-1 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 3 7 

㈱古山鋼材 南平松 11-3 竜洋東 Ｓ ２ 屋外 3.2 13 

 

 

【公共施設】                                  単位：ｍ 

施設名称 所在地 避難対象地区 構造 
階数 

(階) 
階段 

海抜 

（地盤） 
海抜 

（避難利用階） 

磐田南小学校 千手堂 1356-1 長野・於保 RC ３ 屋内 4.2 8 

東部小学校 東貝塚 206 西貝 RC ３ 屋内 3.8 7.6 

長野小学校 小島 736 長野 RC ３ 屋内 4.1 7.9 

南部中学校 野箱 32 長野・於保 RC ４ 屋内 4.4 8.2 

浜部津波避難タワー 浜部 332-1 長野・於保 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.3 12.3 

磐田市福田支所 福田 400 福田中 RC ４ 屋内 2.1 5.9 

福田北津波避難タワー 福田 3195 福田中 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.1 7.1 

中川排水ポンプ場 福田 4774-5 福田中 ＲＣ ２ 屋外 1.8 10.7 

福田津波避難タワー 福田 4898-1 福田南 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.1 13.1 

福田南交流センター（防災ｾﾝﾀｰ） 福田 5489-2 福田南 RC ２ 屋外 2.2 6 



 

施設名称 所在地 避難対象地区 構造 
階数 

(階) 
階段 

海抜 

（地盤） 
海抜 

（避難利用階） 

南部第一排水ポンプ場 福田 5494-47 福田南 ＲＣ ２ 屋外 2 7 

福田中学校 福田中島 3753-1 福田南 RC ３ 屋外 2.6 6.4 

市営はまぼう団地 福田中島 3396-4 福田南 RC ４ 屋外 2.1 5.9 

福田小学校 下太 380 福田中 RC ３ 屋内 2.4 6.2 

長池配水場 大原 3979-3 福田西部 ＲＣ ２ 屋外 2.5 10 

福田屋内スポーツセンター 南島 393-1 福田北部 RC ３ 屋内 2.2 6 

豊浜小学校 豊浜 9 豊浜 RC ３ 屋外 2.3 6.1 

豊浜配水場 豊浜 533 豊浜 ＲＣ ２ 屋外 2.6 10.1 

豊浜交流センター 豊浜 2921-1 豊浜 Ｓ １ 屋外 2.2 6.5 

渚の交流館津波避難タワー 豊浜 4127-43 豊浜 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 5 17 

掛塚津波避難タワー 掛塚 777 竜洋西 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 3.8 12.3 

竜洋西小学校 川袋 1900 竜洋西 RC ３ 屋内 3.9 7.7 

市営竜洋豊岡団地 豊岡 2604-2 竜洋西 RC ３ 屋内 5.2 9 

竜洋中学校 豊岡 4473-8 竜洋西 RC ３ 屋内 4.3 8.1 

竜洋なぎの木会館 豊岡 6605-3 竜洋西 RC ３ 屋内 3.5 7.3 

駒場北津波避難タワー 駒場 325-1 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 4 12 

駒場南津波避難タワー 駒場 1644-14 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 3.8 12.3 

天竜農場津波避難タワー 駒場 6866-4 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 2.3 9.4 

竜洋富士 駒場 6866-5 竜洋東 土 築山 屋外 18.3 18.3 

磐田市竜洋支所 岡 729-1 竜洋西・竜洋東 RC ３ 屋内 4.5 8.3 

竜洋東小学校 中平松 23 竜洋東 RC ３ 屋外 3.5 7.3 

小中瀬津波避難タワー 小中瀬 55-2 竜洋東 Ｓ ﾀﾜｰ 屋外 3.1 12.1 

竜洋北小学校 堀之内 356 竜洋西・竜洋東 RC ３ 屋内 5.4 9.2 



巻末資料３ 陸域への津波到達予想時間 

 


